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国家プロジェクト［住宅分野の情報システム共通基盤整備推進事業］第３回成果発表講演会
 
ムネットワークと情報家電の未来を見つめて-Ⅲ！ 
─あの情報家電モデルハウスの詳細が、ついにここに明らかに─ 

 
「成果発表講演会」開催のご案内 

日時】２００２年５月２８日（火）、午前１０時開会～午後５時３０分閉会  
 場】東京・三田「慶應義塾大学」西校舎ホール（旧名称：２Ｆ・５１８大講堂） 

無料  
催：（社）電子情報技術産業協会（JEITA）■協力：慶應義塾大学 
容：ホームネットワーク、情報家電、住宅、建設、携帯モバイル関係者必見の催し!! 

① 48 日間で 5,000 名を超える見学者と、100 媒体 300 名を超える取材陣が来場された
多摩ニュータウン「情報家電モデルハウス」の出展社、出展協力社による、出展シ
ステム、出展製品の詳細説明 

  （見学者 5,000 名のアンケート分析結果報告も実施） 
② 2 日間で 1,590 名の来場者が訪れた「情報家電ベンチャー展」出展企業の中から、

選りすぐったベンチャー企業の出展システム、出展製品詳細説明          
③ 情報家電とホームネットワーク界が注目する講師による特別講演 

体プログラム（予定）（入場受付：午前 9 時 30 分より） 
  10：00 開会（主催者挨拶、来賓挨拶） 
  10：10 [特別講演-1] エアボード開発背景と Wireless Home Network の将来展開 
        ソニー株式会社 ホームネットワークカンパニー 
        CDC パーソナルＩＴテレビ事業開発部門  前田 悟 部門長 
       [特別講演-2] 高速光ネットワークアイランド構想について 
                慶應義塾大学 理工学部 小池康博教授 （工学博士） 

                  ／科学技術振興事業団 ERATO 小池フォトニクスポリマープロジェクトリーダー 
  11：20 ＜モデルハウス出展企業・協力企業＞成果発表（途中昼食・休憩含む） 
      松下電器産業（株）、ソニー（株）、シャープ（株）、 
       スカイ・シンク・システム（株）、象印マホービン（株）、（株）NOVA 
      （株）アメニテックス、東急建設（株）／（株）環境建築総合研究所 
  15：00 ＜ベンチャー展出展企業＞成果発表 
      パワーネットコム（株）、（株）アドバンスト・メディア、（株）ゼットエムピー、 
       アートデータ（株）、（株）ＮＴＴ-ＭＥ、富士通デバイス（株） 
  17：00 ＜モデルハウス見学者 5,000 名のアンケート分析結果＞発表 
      （社）電子情報技術産業協会 特定プロジェクト推進室 担当部長 杉原義得 
          -----情報家電ハウス（ＩＴハウス）は、新産業に成りうるか！----- 
  17：30 閉会・終了（予定） 
員 ８００名（下記 URL にて参加申込み順に受付、定員に達し次第、締切） 

参加のお申し込み及び催しの詳細は 

tp://www.jeita.or.jp/japanese/exhibit/index.htm 
         （または http://www.eclipse-jp.com/jeita/index2.html） 

会場の地図または交通のご案内は  http://www.mita.keio.ac.jp/access-j.html 

問い合わせ先  
04-8189 東京都中央区銀座 1-15-6 共同ビル（株）栄美通信内成果発表講演会事務局（担当：大久保） 
EL： 03-3561-0933 ● FAX： 03-3582-0109 ● E-mail： j igyo-kaihatsu＠eibi .co. jp 
ロジェクトに関するお問い合わせは‥‥‥ 
催：（社）電子情報技術産業協会担当窓口 特定プロジェクト推進室（担当：園部） 
            TEL：03-3518-6435 E-mail：spp1＠ je ita.or. jp        ［ Ver1.5］        
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